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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2025年度 
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２０２５年７月２３日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ西労組第３７回定期中央本部大会 

 
   
ＪＲ西労組は７月 16日～18日、福岡

市内において第 37 回定期中央本部大会
を開催した。代議員・傍聴など約 500名
の参加のもと、2025 年度の運動方針を
満場一致で決定した。来賓として藤田桂
三連合福岡会長、古賀栄一福岡県交運労協議長、服部誠太郎福岡
県知事、三日月大造滋賀県知事、泉健太ＪＲ連合国会議員懇談会
副会長、浜野喜史参議院議員など約 40名を迎え、ＪＲ連合を代表
して今井孝治事務局長と宮野勇馬企画局長が参加した。 

 
上村良成中央執行委員長（ＪＲ連合会長）は、主催

者挨拶で「『世界一安全な鉄道』をめざしてきたが、
昨今危険な事象が相次いでいる」と警鐘を鳴らした。
また、グループ労組を含めた労働条件向上が喫緊の
課題だと述べたほか、組織強化・女性参画、政策・政
治の運動の必要性を訴えた。 

 
今井事務局長は来賓挨拶で、ＪＲ労働界で労災死

亡事故が発生しており、熱中症対策を含めた安全確
保の重要性を述べるとともに、二島・貨物や地域公
共交通の課題、新幹線ネットワークの必要性、労働
基準関係法制改正に伴う対応、政治の重要性に触れ
た。大会休会中にＪＲ西日本の倉坂昇治社長も来場

し、ＪＲ産業を支えている組合員に感謝と激励の挨拶を行った。 
 

議事では、執行部から 2025年度の運動方針等が提起され、本会
議 15 名に加え、各小委員会においても計 85 名から、安全確立、
魅力ある職場づくり、業務課題、組織課題など多岐にわたる質疑
を受けた。羽野敦之書記長の総括答弁の後、全
ての議案が満場一致で可決された。 
役員改選では、長年にわたりＪＲ西労組運動

を牽引してきた上村委員長らが退任し、羽野委
員長をはじめとする新執行部が選出された。 
最後に、羽野委員長の「団結

ガンバロウ」で、魅力あるＪＲ
西労組運動をさらに継承・発展
させていくことを参加者全員で
誓いあった。 

上村委員長 

今井事務局長 

退任する上村委員長ら 

【新執行部［三役］】 
中央執行委員長  羽野 敦之 新任 
中央副執行委員長   川原 孝義 再任 
中央副執行委員長  福本 英治 新任 
書 記 長   川端 準一 新任 


